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改革改善
の考え方

①問題
点

平成26年度に実施した(公財)都市づくりパブリックデザインセンター主催の「まちの活性化・都市デザイン競技」では、
多数の提案が提出されたが、これを今後の検討に活用できるようにするための効果的な周知が必要。

②改革
提案

地域住民等関係者に提案内容等を知ってもらう機会を設けるとともに、今後の検討に活かせるように提案内容の分析・
整理を委託する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

平成26年度は、「まちの活性化・都市デザイン競技」の募集、審査を行った。32作品が寄せられた。提案作品が飯田市のまち
づくりを縛るものではないが、まちづくりのヒントも多くあるので、今後の検討の参考にしていく。

総事業費①+② 0 4,500 4,803 1,060

480

臨時職員所要時間

一般財源 2,000 477 1,060

人件費計（千円）② 0 1,716

正規職員所要時間

起債

その他 110

県支出金 2,500 2,500

事業費計（千円）① 0 4,500 3,087 1,060 （県）緊急雇用創出事業補助金（10/10）
（そ）ふるさと寄附金国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

1　「まちの活性化・都市デザイン競技」の実施
（公財）都市づくりパブリックデザインセンター主催事業。毎年、全国から一
都市を選び、その地域にふさわしい都市構造とデザインについて全国から
提案を募るコンペ。平成26年度は飯田駅とその周辺地域について募集し
た。

1　応募作品数 1　32作品
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

第2期中心市街地活性化基本計画に掲げたJR飯田駅周辺及び駅前ストリートの整備事業を推進する。
交通の結節点である飯田駅のまちなか誘客拠点としての機能、駅周辺及び駅前ストリートの観光情報案内所、店舗等誘客施設、駐車
場、駐輪場、トイレ等を総合的に整備する事業

副指
標

検討に係る会議等の開催回数 1 1 1 3

成果
指標

JR飯田駅周辺及び駅前ストリートの整備方針の作成 0 0 0 0
リニア駅周辺の検討
との整合性を図りな
がら実施

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

計画に基づいた事業の実施数

中心市街地(ha) 151

意図（どういう状態
にするか）

活性化のための事業が展開される
目
的

対象（誰・何を） 中心市街地

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 84 活気ある街づくりの推進
基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

H27担当課等名 商業・市街地活性課 H27係等名 中心市街地活性化係 H26係等名 中心市街地活性化係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 26 終了
事務事業名 飯田駅周辺プロジェクト事業【26新規】

会計 一般会計
28 10

事業種別 政策

8 施策№ 84 事業№


